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図書館だより 
     

 

 みなさん、こんにちは。体育大会地区予選や中間考査、総合的な探究の時間が始まるなど 5 月も慌ただし 

かったですねお疲れ様です！6 月も避難訓練・期末考査・検定試験や安達太良登山など…学校行事が盛り沢山

ですね、そしていよいよ梅雨入りの時季でもあります。この時期は細菌が増えやすい環境なので、お弁当を持

って来ている皆さんは充分に気を付けて下さい。お弁当を詰める前に箱の内側を、お酢を含ませたキッチンペ

ーパー等で拭くと殺菌作用があるそうですよ。他にも、細かくした梅干しをご飯に混ぜ込むもの効果的だと言

われています、ぜひやってみてね！(o^―^o) 

 

❣❣『委員会だより』を発行します❣❣ 

 3 年生の広報係が作成した『委員会だより』を発行します。広報係がアイディアを出して一生懸命まとめ上げ

ました。各クラスに 1枚ずつ配布しますので、じっくり読んで楽しんで頂けたら嬉しいです。 

❣❣６月１０日と６月２３日にちなんで❣❣ 

６月１０日は『時の記念日』なのをご存じですか？「日本書紀」に天智天皇 10 年 4 月 25日、グレゴリオ暦(現

行太陽暦)にして計算すると 671 年 6月 10 日のこの日、初めて水時計を使って時間を知らせたという記述があ

ることから『時の記念日』としました。そして 6 月 23 日は何かというと、この日は 1945 年の第二次世界大

戦中、約 3 か月にわたる激しい戦火に見舞われ、多くの人が犠牲となった沖縄戦がやっと終結した日『沖縄慰霊

の日』です。沖縄県は、戦死者の御霊を慰め平和を祈る日として制定したのです。 

図書館では、『時』や『戦争』を題材にした本を、集めてみました！見に来てみてね！ 

『マイナス・ゼロ』広瀬正 

            戦時中、当時少年だった浜田氏は息絶えようとしている隣人と奇妙な約束を交す、「18 年後 

の今日、ここに来てほしい」と。 

  

『終戦のローレライ上下巻』/福井晴敏 

       太平洋戦争末期、日本は敗戦に追い込まれていた。そこに『ナチスが開発した特殊音響兵装「ローレライ」』 

の情報を入手する。戦況を大きく変える「ローレライ」がもたらすのは果たして勝利か敗北か？ 

 

 

●『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。』/汐見夏衛 

●『秋の牢獄』/恒川光太郎 

●『銀河の通信所』/長野まゆみ 

●『世界の片隅に』/こうの史代 ●『君の名は。』/新海誠 

●『時間 SF アンソロジー』/大森望 

●『思い出のマーニー』/ジョーン・G・ロビンソン 

●『絵ときゾウの時間とネズミの時間』/本川達雄  
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さぁチャレンジしてみよぅ！ 

太枠の絵に 5 か所間違っている箇所があります。 

すべてに〇をつけて図書館へ持って来てください！正解者には先着

順にプレゼントを差し上げます！ 

数に限りがあるのでそこはご了承ください(-ω-；)さぁ頑張ろう！ 

 

 

●『ガラスのうさぎ』/高木敏子 

高木敏子さんの戦争体験をまとめた 1 冊。新聞・映画・合唱曲等にもされ、全国的に永く読み継がれています。 

●『思い出のとき修理します１巻～４巻』/谷瑞恵 

  子どもの頃に少しだけ住んでいた街に戻ってきた、そこで出会ったのはちょっと不思議な時計店の店主でした。 

●『ナミヤ雑貨店の奇蹟』/東野圭吾 

  時空を超えて交わされる手紙から広がる心温まるお話。映画化もされています！ 

●『ライオンハート』/恩田陸 

  17 世紀のロンドン、18 世紀のシェルブール、19 世紀のパナマ、何度も何度もめぐり逢い惹かれ合うふたりの切ない物語です。 

●『時をかける少女』/筒井康隆 

コミックや細田守監督のアニメ映画にもなった人気の作品ですね👍不動の作品です！ 

 

 

 名作間違い探し  
第５回『くだんのはは』  

小松左京 

 

 戦争が敗色濃厚となった昭和 20 年 6 月、中学生の「僕」は空襲によって家を失い、ある屋敷で寝泊まりさせ

てもらっていました。その屋敷は奇妙な静けさに満ちていて、戦時中なのに食べ物に困っている様子もありませ

んでした。そして空襲時女主人は言うのです「この屋敷は大丈夫」と。不審を抱いた「僕」が見つけたのは、「決

して覗いてはいけません」と言われた 2 階の部屋でした。今回の間違い探しは、この 2 階の部屋を開けてしまっ

ている場面。太平洋戦争という時代を背景に、古からある妖怪譚に新たな命を吹き込んだ傑作ホラー短編小説で

す。作者の小松左京は、日本の SF 牽引してきた重鎮であり、星新一、筒井康隆とともに SF 御三家と呼ばれて

いました。2020 年に公開されたアニメ映画『日本沈没』は記憶に新しいでしょう、その原作を書いたのが小松

左京です。人間の歴史や文明をテーマにしたその作風は、歴史小説や大衆小説と幅広く、博覧会のプロデューサ

ーなども務めました。また『復活の日』『静寂の通路』など近年に起きた事件を予言するような作品も多くあり、

その慧眼がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●●司書さんの世間噺●③●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

間違い探しのどこに妖怪？と思った人のために少し補足しましょう！タイトルにもある「くだん＝件」というのが頭が人

(女人)体が牛からなる古くから存在している妖怪です。家内繁盛・一切の災いから逃れられると伝えられていて、姿絵等を

飾る風習も古くからあったようです。くだんの伝承は調べるほど面白味が増すよ！興味のある人は読んでみては(*^▽^*) 


